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PRESS RELEASE  2026/5/15       
 

土壌学を国際的な基準でアップデート 
～気候変動・食料問題に挑む新たな土壌学モデルの発展へ期待～ 

 
ポイント 
・従来の分野別教育から、社会課題に対応する統合的な土壌学の必要性を提示。 
・フィールド実習とデータサイエンスを組み合わせた新たな教育手法を提案。 
・大学にとどまらず、教育・市民を含めた社会全体への土壌理解の強化を強調。 

 
概要 

北海道大学大学院農学研究院の内田義崇准教授らの研究グループは、大学における土壌学の将来像
を体系的に整理し、地球規模課題に対応するための新たな教育モデルを提案しました。本研究は、食
料安全保障、気候変動、生物多様性といった現代社会の重要課題に対し、土壌学が果たすべき役割を
明確化したものです。 
従来の土壌学は、土壌物理・化学・生物などの専門分野ごとに体系化されてきましたが、本研究で

はこれに加えて、「土壌が果たす機能（soil functions）」を軸とした教育への転換の必要性を示しまし
た。本成果は、土壌学を単なる専門教育から、社会課題解決に直結する「統合的知識体系」へと進化
させる重要な指針を示すものです。今後は、教育内容の国際的な共有や評価手法の確立、さらには現
場と連携した教育実践の強化を通じて、次世代の人材育成を進めていくことが期待されます。 
なお、本研究成果は、2026年 4月 29日（水）公開の Nature Sciences Education誌にオンライン

掲載されました。 
 

 
 
 
 
従来の土壌学研究の流れ
（左側）から、より土壌の
機能や土壌の健全性を意識
した教育への転換（右側）
の必要性を示す図  
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【背景】 
近年、気候変動、食料安全保障、生物多様性の保全など、地球規模課題への対応が強く求められて

います。その中で、土壌は食料生産や水循環、炭素貯留など多面的な機能を担う重要な基盤として注
目されています。一方で、世界的には大学における土壌学の縮小や学生数の減少も指摘されており、
社会的ニーズに対応できる新たな教育体系の構築が課題となっていました。 

 
【研究手法】 

本研究では、既存の土壌学に関する文献や国際的な議論を整理し、今後の大学教育に必要とされる
方向性について検討しました。特に、従来の専門分野別教育に加え、土壌機能や持続可能性を重視し
た教育、さらにデジタル技術やデータサイエンスを活用した新たな教育手法の可能性について総合的
に分析しました。 

 
【研究成果】 

本研究では、今後の土壌学においては、従来の知識習得型教育だけでなく、社会課題の解決につな
がる実践的・学際的な教育が重要であることを示しました。特に、フィールド実習や問題解決型学習
に加え、リモートセンシングや AI などのデジタル技術を活用した教育の必要性を提案しました。ま
た、大学教育にとどまらず、市民や初等・中等教育を含めた社会全体での土壌理解の向上が重要であ
ることを示しました。 

 
【今後への期待】 

本研究成果は、今後の大学教育改革や人材育成の方向性を考える上で重要な指針となることが期待
されます。特に、持続可能な食料生産や環境保全を担う次世代人材の育成に貢献するとともに、土壌
科学の社会的重要性を広く共有するきっかけになることが期待されます。さらに、教育現場と地域社
会、行政、産業界との連携を通じた新たな教育実践への発展も期待されます。 
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